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A-line 調査 

根拠となる予算科目名：農林水産技術会議委託プロジェクト研究費 
  「地球温暖化」，「海洋生物資源」，「協調システム」 

混合域漁場環境調査 
根拠となる予算科目名：水産庁委託事業 

 
東北区水産研究所 混合域海洋環境部 

 
１．調査目的 
親潮・混合域における低次生態系の構造と変動をモニタリングするとともに、表層

から深層への物質輸送過程と深層域の生態系の解明を行うため、A-line において海洋

環境調査を行う。この成果は、農林水産技術会議委託プロ研「海洋生物資源」，「地球

温暖化」，「協調システム」に反映されるとともに、北西太平洋サンマ，マイワシ，マ

サバなどの浮魚類の来遊予測などに活かされる。 
これらの目的のために、OCTPAS・L-ADCP・ADCP・採水観測，ノルパックネッ

ト観測を行うとともに、マイクロネクトン採集のために MOCNNESS，MOHT ネッ

ト観測を行う。採水は、塩分，溶存酸素，栄養塩，クロロフィル、バクテリアおよび

ピコ植物プランクトンを対象とする。 
 
２．調査期間 ２００３年９月２日～９月２１日 ： ２０日間 
 
３．航海日程 
 ９月 ２日 新潟港出港 
 ９月２１日 塩釜港入港 
 
４．調査海域 東北沖合域（別紙参照） 
 
５．乗船調査員 伊藤進一（東北水研混合域海洋環境部） ９月 ２日～９月２１日 
       杉崎宏哉（東北水研混合域海洋環境部） ９月 ２日～９月２１日 
       清水勇吾（東北水研混合域海洋環境部） ９月 ２日～９月２１日 
       筧 茂穂（東北水研混合域海洋環境部） ９月 ２日～９月２１日 
       鈴木光次（北海道大学大学院地球環境） ９月 ２日～９月２１日 
       中山智治（日本海洋科学振興財団）   ９月１２日～９月２１日 
 補助調査員 松倉隆一（北海道大学大学院水産修了） ９月 ２日～９月１２日 

早川真紀（北海道大学大学院地球環境） ９月 ２日～９月２１日 
片岡剛文（北海道大学大学院地球環境） ９月 ２日～９月２１日 

注）中山智治と松倉は釧路港で乗り換え予定だが、その日程は中層フロートの 
準備次第で変更する。 
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６．調査項目 
１）OCTPAS，L-ADCP，各層採水 

A-line 上においては、5500db もしくは海底までの OCTPAS 観測を行う（その

際には充電時間が足りないため L-ADCP 観測は行わない）。その他の点において

は、1500m（1550db）もしくは海底までの OCTPAS 観測を行う。その際に同時

に L-ADCP にて流速を直接測流する。また、 
各層採水は、表面バケツ採水および 10, 20, 30, 40, 50, 60, 80, 100, 125, 150, 

200, 300, 400, 500, 600, 800, 1000, 1250, 1500, 2000, 2500, 3000, 4000, 5500 
db の 24 層で採水する。海域に応じて、採水深度を若干変更する場合がある。 

200m 以浅のボトルからクロロフィル採水、全層あるいは 200m 以浅から栄養

塩採水を行い－40℃にて冷凍保存する。採水は A02, A03, A04, A05, A07, A09, 
A11, A13, A15, A17, A19, A21 で行う。 
溶存酸素用採水は栄養塩を採集する点でできるだけ行い、採水層は

10,50,100,150,200m およびそれ以深の全層（計 18 層）とする。 
塩検用採水は 300m 以深で適宜行う（1／3 点程度）。 
フローサイトメトリー分析用試料は、10,30,50,100m 層からサンプル瓶に移し

た後、各層２本ずつ、1.5ml の試料を、あらかじめパラフォルムアルデヒドを入

れたクライオバイアルに分注し、５分間静置した後、液体窒素で凍結保存する。

採水点は A04，A07，A11，A17，A21 の５点。 
微小動物プランクトンおよび植物プランクトン分析のための採水を、A2, A3, 

A04, A05, A07, A09, A11, A13, A15, A17, A19, A21で行う。採水層は10mとし、

試水１L を５％ （５０ｍｌ）ルゴールにて固定する。さらに A04 では、0, 30, 50, 
80, 100, 150ｍ層において、植物プランクトン分析のために１L の採水を行い

５％（５０ｍｌ）ルゴールにて固定する。 
DIC（溶存無機炭素），Talk（アルカリ度），13C（炭素同位体）の化学採水を

10, 20, 30, 40, 50, 60, 80, 100, 125, 150, 200, 300, 400, 500, 600, 800, 1000, 
1250, 1500, 2000, 2500, 3000, 4000, 5500 db の 24 層で行う。採水は A04, A07, 
A11 の 3 点で行い、100 ml バイアル瓶にて常温にて保存する。 
トリチウム分析用の試水を２回共洗い後、1000 ml ポリ瓶に採水する。採水サ

ンプルは常温にて保存。採水は A04 にて 0，10，20，30，40，50，80,100,150,300, 
500,1000,bottom から各層採水し、A01,A02,A25,A03,A35,003,006,009,012,015
において表面採水する。 
採水の順序は溶存酸素、DIC，Talk，13C，塩分、クロロフィル、栄養塩、フ

ローサイトメトリー、植物プランクトン、トリチウムとする。 
 
２）ADCP・3D－Differential-GPS 観測 

ADCP によって測定された航走中の流向・流速を磁器媒体に収録すると同時に，

３D-Differential-GPS にて船の位置・方位・船速を磁器媒体に収録する。 
  定点間においては、可能な限り直進し、頻繁な航路変更を避ける。 
 
３）水中光環境の観測 

日中の観測点において水中分光光度計 PRR600 による水中光環境の計測を行う。
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観測は船影の影響を避けるため、右舷側に太陽がくるようにして行うが、それが困

難な場合、左舷側から手で投入する。最大 100m まで計測する。降下速度は 0.2～
0.3m/sec に固定し、下降中のみデータを取得する。測器を安定して海中に入れるこ

とが出来ない状況の場合は観測を中止する。（関連事項 10)参照） 
 
４）動物プランクトン採集 
  NORPAC ネットによる動物プランクトン採集を A2, A3, A4, A5, A7, A9, A11, 

A13, A15, A17, A19, A21 で行う。曵網は 0-30m（混合層内）および 0-150m の２

回行い、巻き上げ速度は 0.5m/s とする。繰り出し速度は任意の速度とする。サン

プルは分割し、一方を 5%フォルマリンで固定し、もう一方を重量測定，化学分析

用に濾過し、冷凍保存する。 
 

５）FRRF による植物プランクトン光化学系の計測 
  各層採集を行う点において、FRRF 観測を 100m まで行う。降下速度は 0.1m/s
とする。測器を安定して海中に入れることが出来ない状況の場合は観測を中止する。 

 
６）表層環境モニタリング 
  航海中ウエットラボの表層環境モニタリングシステム及び表層炭酸ガス分圧測

定装置を稼動し、表層水温，塩分，クロロフィル量，プランクトン量，炭酸ガス分

圧を測定する。 
 
７）MOCNESS４ｍ2観測 
  マイクロネクトンを採集するために、親潮域２点、混合域３点において、それぞ

れ昼夜２回ずつ（各観測点計４回）の曵網を行う。採集層は、以下の通りとする。 
曵網 1 回目：1500-1000m, 1000-500m, 500-300m, 300-200m 
曵網２回目：200-150m, 150-100m, 100-50m, 50-0m 

  MOCNESS 観測中は ADCP 観測を中断し、計量魚探 KFC3000 を用いた魚探観

測を行う。計量魚探の更正は新潟出港後、うねり・流れの影響が少ない適当と思わ

れる場所において行う。 
 
８）MOHT ネット（2.2mｘ2.2m ビームトロール） 

MOCNESS 観測点（計５点）において昼夜１回ずつの MOHT 曵網を行う。ワイ

ヤを約 250m まで繰り出し、傾斜曵網を行う。曵網時間は水平曳の状態で 30 分間

とする。 
 
９）APEX フロートの投入 
  等密度面追従型中層フロートを投入する。フロートはオホーツク海起源の渦およ

び親潮（西部北太平洋亜寒帯循環）に投入するため、事前に CTD 観測を行い、投

入場所を決定してから行う。投入点は全３点でそれぞれの点において２系（追従密

度を変えた組）を投入する。 
 
10）光合成有効放射量および紫外線放射量観測 
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天空および水中の光合成有効放射量（PAR)、A 及び B 領域紫外線放射量を計測

する。水中観測に関して、日中の A-LINE 上のいくつかの観測点において水中分光

光度計 PRR-600 と平行して PUV-500 による水中光観測を行なう。観測は船影の

影響を避けるため、基本的に右舷側に太陽がくるようにして行なうが、それが困難

な場合、左舷側から手で投入する。それぞれ、最大 100ｍまで計測する。降下速度

は 0.2～0.3m/sec に固定し、下降中のみデータを取得する。 
 
11）バクテリア増殖活性および植物プランクトン光合成活性観測 
  採水器もしくはプラスチックバケツで表層の海水試料を採集する。バクテリア増

殖活性および植物プランクトンの光合成活性を把握するため、甲板上およびインキ

ュベーター内で培養実験を行う。 
 
12）津軽暖流域 XCTD 観測 
  津軽暖流域にて津軽暖流渦の XCTD 断面観測を行う。開始点は、津軽海峡から

太平洋に抜けた点とし、そこから 10 マイル間隔で 12 本の観測を行う。 
 
13）鶴見精機 vs シッピカン XCTD 比較試験 
  A20，A18，A16，A14，A12，A10，A08，A06，A45，003，006，009 の計 12 

点において、XCTD の比較試験を行う。比較試験は CTD が 100m に達した時点で、

風下側の舷から鶴見精機 XCTD を投入し、行う。鶴見精機 XCTD 観測終了後、直

ちにシッピカン XCTD を投入する。それぞれの時刻，位置を記録する。 
 
７．その他 
１）天候や海況に応じ、変更を行う場合があります。 
２）東北区水産研究所混合域海洋環境部への水温・位置等の定時連絡を行います。 
３）BATHY 通報・TESAC 通報を行います。 
４）海況情報（漁業情報サービスセンター衛星情報、水路部海況速報など）の FAX

受信をお願いします。 
 
 
◆連絡先 
  水産庁若鷹丸 船舶電話 ０９０－３０２４－４３２５ 
         FAX   ０９０－３０２６－６３００ 
        インマル TEL ００１－８７２－３４３１７２６１０ 
        インマル FAX ００１－８７２－３４３１７２６４０ 
  東北区水産研究所 TEL ０２２－３６５－１１９１ 
           FAX ０２２－３６７－１２５０ 
 



表１．観測点リスト
定点 北緯　度 分 東経　度 分 針路 航走距離 平均速力 航走時間 開始月日 開始時刻 調査時間 項目 終了日時 終了時刻

年 月 日 時 分 時 分 年 月 日 時 分
新潟 37 57.00 139 5.00 11.0 201.7 9.0 22.4 2003 9 2 13 ： 0 0 ： 0 2003 9 2 13 ： 0

41 15.00 139 55.00 66.6 68.0 9.0 7.6 2003 9 3 11 ： 25 0 ： 0 2003 9 3 11 ： 25
 41 42.00 141 18.00 4.7 18.1 9.0 2.0 2003 9 3 18 ： 58 0 ： 0 2003 9 3 18 ： 58

X01 42 0.00 141 20.00 128.8 9.6 9.0 1.1 2003 9 3 20 ： 58 2 ： 0 XCTD 2003 9 3 22 ： 58
X02 41 54.00 141 30.00 128.7 9.6 9.0 1.1 2003 9 4 0 ： 2 24 ： 0 XCTD 2003 9 5 0 ： 2
X03 41 48.00 141 40.00 128.7 9.6 9.0 1.1 2003 9 5 1 ： 6 4 ： 30 XCTD 2003 9 5 5 ： 36
X04 41 42.00 141 50.00 128.7 9.6 9.0 1.1 2003 9 5 6 ： 40 5 ： 30 XCTD 2003 9 5 12 ： 10
X05 41 36.00 142 0.00 128.6 9.6 9.0 1.1 2003 9 5 13 ： 14 4 ： 30 XCTD 2003 9 5 17 ： 44
X06 41 30.00 142 10.00 128.6 9.6 9.0 1.1 2003 9 5 18 ： 48 24 ： 0 XCTD 2003 9 6 18 ： 48
X07 41 24.00 142 20.00 128.5 9.6 9.0 1.1 2003 9 6 19 ： 52 4 ： 30 XCTD 2003 9 7 0 ： 22
X08 41 18.00 142 30.00 128.5 9.6 9.0 1.1 2003 9 7 1 ： 26 5 ： 30 XCTD 2003 9 7 6 ： 56
X09 41 12.00 142 40.00 128.4 9.7 9.0 1.1 2003 9 7 8 ： 0 4 ： 30 XCTD 2003 9 7 12 ： 30
X10 41 6.00 142 50.00 128.4 9.7 9.0 1.1 2003 9 7 13 ： 34 24 ： 0 XCTD 2003 9 8 13 ： 34
X11 41 0.00 143 0.00 128.4 9.7 9.0 1.1 2003 9 8 14 ： 38 4 ： 30 XCTD 2003 9 8 19 ： 8
X12 40 54.00 143 10.00 132.5 257.6 9.0 28.6 2003 9 8 20 ： 12 5 ： 30 XCTD 2003 9 9 1 ： 42
A21 38 0.00 147 15.00 339.8 16.0 9.0 1.8 2003 9 10 6 ： 19 4 ： 30 CTD5500 MC,NP,FR 2003 9 10 10 ： 49
A20 38 15.00 147 8.00 337.2 16.3 9.0 1.8 2003 9 10 12 ： 36 5 ： 30 CTD5500 2003 9 10 18 ： 6
A19 38 30.00 147 0.00 339.9 16.0 9.0 1.8 2003 9 10 19 ： 54 4 ： 30 CTD5500 NP,FR 2003 9 11 0 ： 24
A18 38 45.00 146 53.00 337.4 16.3 9.0 1.8 2003 9 11 2 ： 10 24 ： 0 CTD5500 2003 9 12 2 ： 10
A17 39 0.00 146 45.00 340.0 16.0 9.0 1.8 2003 9 12 3 ： 58 4 ： 30 CTD5500 MC,NP,FR 2003 9 12 8 ： 28
A16 39 15.00 146 38.00 337.5 16.2 9.0 1.8 2003 9 12 10 ： 14 4 ： 30 CTD5500 2003 9 12 14 ： 44
A15 39 30.00 146 30.00 340.2 15.9 9.0 1.8 2003 9 12 16 ： 32 5 ： 30 CTD5500 NP,FR 2003 9 12 22 ： 2
A14 39 45.00 146 23.00 337.7 16.2 9.0 1.8 2003 9 12 23 ： 48 4 ： 30 CTD5500 2003 9 13 4 ： 18
A13 40 0.00 146 15.00 340.3 15.9 9.0 1.8 2003 9 13 6 ： 6 24 ： 0 CTD5500 MC,NP,FR 2003 9 14 6 ： 6
A12 40 15.00 146 8.00 337.8 16.2 9.0 1.8 2003 9 14 7 ： 52 1 ： 30 CTD5500 2003 9 14 9 ： 22
A11 40 30.00 146 0.00 340.4 15.9 9.0 1.8 2003 9 14 11 ： 10 2 ： 0 CTD5500 NP,FR 2003 9 14 13 ： 10
A10 40 45.00 145 53.00 338.0 16.2 9.0 1.8 2003 9 14 14 ： 56 1 ： 30 CTD5500 2003 9 14 16 ： 26
A09 41 0.00 145 45.00 340.6 15.9 9.0 1.8 2003 9 14 18 ： 14 1 ： 0 CTD5500 NP,FR 2003 9 14 19 ： 14
A08 41 15.00 145 38.00 338.1 16.2 9.0 1.8 2003 9 14 21 ： 0 0 ： 30 CTD5500 2003 9 14 21 ： 30
A07 41 30.00 145 30.00 340.7 15.9 9.0 1.8 2003 9 14 23 ： 18 4 ： 0 CTD5500 MC,NP,FR 2003 9 15 3 ： 18
A06 41 45.00 145 23.00 338.2 8.1 9.0 0.9 2003 9 15 5 ： 4 5 ： 0 CTD5500 2003 9 15 10 ： 4
A55 41 52.50 145 19.00 338.3 8.1 9.0 0.9 2003 9 15 10 ： 58 5 ： 0 CTD5500 2003 9 15 15 ： 58
A05 42 0.00 145 15.00 339.8 8.0 9.0 0.9 2003 9 15 16 ： 52 5 ： 0 CTD5500 NP,FR 2003 9 15 21 ： 52
A45 42 7.50 145 11.30 341.9 7.9 9.0 0.9 2003 9 15 22 ： 45 1 ： 30 CTD5500 2003 9 16 0 ： 15
A04 42 15.00 145 8.00 336.6 6.5 9.0 0.7 2003 9 16 1 ： 8 1 ： 30 CTD2900 MC,NP,FR 2003 9 16 2 ： 38
A35 42 21.00 145 4.50 339.7 9.6 9.0 1.1 2003 9 16 3 ： 22 1 ： 30 CTD2400 2003 9 16 4 ： 52



A03 42 30.00 145 0.00 339.7 5.3 9.0 0.6 2003 9 16 5 ： 56 1 ： 30 CTD1730 NP,FR 2003 9 16 7 ： 26
A25 42 35.00 144 57.50 339.7 5.3 9.0 0.6 2003 9 16 8 ： 2 1 ： 30 CTD1150 2003 9 16 9 ： 32
A02 42 40.00 144 55.00 339.8 10.7 9.0 1.2 2003 9 16 10 ： 8 1 ： 30 CTD450 NP,FR 2003 9 16 11 ： 38
A01 42 50.00 144 50.00 284.2 12.7 9.0 1.4 2003 9 16 12 ： 49 1 ： 30 CTD90 2003 9 16 14 ： 19
KFC 42 53.11 144 33.32 305.1 12.0 9.0 1.3 2003 9 16 15 ： 43 1 ： 30 更正64m 2003 9 16 17 ： 13

釧路港 43 0.00 144 20.00 141.8 57.3 9.0 6.4 2003 9 16 18 ： 33 1 ： 30 積込み 2003 9 16 20 ： 3
A04 42 15.00 145 8.00 159.5 112.1 9.0 12.5 2003 9 17 2 ： 25 1 ： 30 APEX 2003 9 17 3 ： 55
A11 40 30.00 146 0.00 159.0 64.3 9.0 7.1 2003 9 17 16 ： 22 1 ： 30 APEX 2003 9 17 17 ： 52
A15 39 30.00 146 30.00 158.6 96.7 9.0 10.7 2003 9 18 1 ： 1 1 ： 30 APEX 2003 9 18 2 ： 31
A21 38 0.00 147 15.00 270.0 19.7 9.0 2.2 2003 9 18 13 ： 15 1 ： 30 CTD1500 2003 9 18 14 ： 45
001 38 0.00 146 50.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 18 16 ： 56 1 ： 30 CTD1500 2003 9 18 18 ： 26
002 38 0.00 146 30.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 18 20 ： 11 1 ： 30 CTD1500 2003 9 18 21 ： 41
003 38 0.00 146 10.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 18 23 ： 26 1 ： 30 CTD1500 2003 9 19 0 ： 56
004 38 0.00 145 50.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 19 2 ： 41 1 ： 0 CTD1500 2003 9 19 3 ： 41
005 38 0.00 145 30.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 19 5 ： 26 0 ： 30 CTD1500 2003 9 19 5 ： 56
006 38 0.00 145 10.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 19 7 ： 41 1 ： 30 CTD1500 2003 9 19 9 ： 11
007 38 0.00 144 50.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 19 10 ： 56 1 ： 30 CTD1500 2003 9 19 12 ： 26
008 38 0.00 144 30.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 19 14 ： 11 1 ： 30 CTD1500 2003 9 19 15 ： 41
009 38 0.00 144 10.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 19 17 ： 26 1 ： 30 CTD1500 2003 9 19 18 ： 56
010 38 0.00 143 50.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 19 20 ： 41 1 ： 30 CTD1500 2003 9 19 22 ： 11
011 38 0.00 143 30.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 19 23 ： 56 1 ： 30 CTD1500 2003 9 20 1 ： 26
012 38 0.00 143 10.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 20 3 ： 11 1 ： 30 CTD1500 2003 9 20 4 ： 41
013 38 0.00 142 50.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 20 6 ： 26 1 ： 30 CTD1500 2003 9 20 7 ： 56
014 38 0.00 142 30.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 20 9 ： 41 1 ： 30 CTD1500 2003 9 20 11 ： 11
015 38 0.00 142 10.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 20 12 ： 56 1 ： 30 CTD1100 2003 9 20 14 ： 26
016 38 0.00 141 50.00 270.0 15.8 9.0 1.8 2003 9 20 16 ： 11 1 ： 0 CTD240 2003 9 20 17 ： 11
017 38 0.00 141 30.00 328.7 15.2 9.0 1.7 2003 9 20 18 ： 56 0 ： 30 CTD125 2003 9 20 19 ： 26

38 13.00 141 20.00 292.9 15.4 9.0 1.7 2003 9 20 21 ： 7 0 ： 0 2003 9 20 21 ： 7
塩釜 38 19.00 141 2.00 #REF! #REF! 9.0 #REF! 2003 9 20 22 ： 50 0 ： 0 2003 9 20 22 ： 50



WK0309

37

39

41

43

138 140 142 144 146 148

Longitude

L
at

it
u
de

map

trajectry

port

CTD

CTD,NP,FR

CTD,MC,NP,FR

XCTD

WK0309

41

43

144 146

Longitude

L
at

it
u
d
e

map

trajectry

port

CTD

CTD,NP,FR

CTD,MC,NP,FR

XCTD



WK0309

40

42

141 143

Longitude

L
at

it
u
de

map

trajectry

port

CTD

CTD,NP,FR

CTD,MC,NP,FR

XCTD


	wk0309-plan.pdf
	Sheet1




